
平成１９年度入試 算数 第２回 解説 
 
〔１〕四則計算の問題です。  
  計算の順序を的確に行えるかをみる問題です。 
（２）ではすべて分数に直して計算します。 

〔２〕小問集合 いわゆる １行題です。 
（１）数の性質（２）規則性（３）旅人算（４）図形（角度） 
（５）割合（６）食塩水（７）比（８）立体図形 
  いずれも各項目の基本事項が定着しているかをみる問題です。 
この中から（２）と（７）について説明します。 
（２）ＡさんとＢさんはそれぞれ４日、６日のサイクルで仕事をしたり、休んだり

することを繰り返します。したがって、４と６の最小公倍数１２を考えます。

この中で２人が一緒に働く日にちは３日間です。２０１を１２で割ると１６

余り９となります。余りの９日間で、一緒に働く日にちは３日間あるので、

答えは５１日になります。 
（７）一見時計算のように見えますが、１時間あたりの割合が与えられている比の

問題です。ＡとＢの時計が１時間に動く時間は５６：６３になります。Ａの

時計が１０時間、つまり６００分動いたときの、Ｂの動いた量を求めればよ

いので、これを計算すると、６７５分となり、答えは午前１１時１５分です。 
〔３〕規則性を見つける問題です。 
 （１）０から９９９の整数を並べたとき、０から９の数字を何個使うか求めます。 

１桁，２桁，３桁の数に分けて考えると、１桁の数字は、０から９の１０個

です。２桁の数字は、１０から９９の９０個あります。２桁は２個ずつ数字

を使うので１８０個です。３桁の数字は、１００～９９９の９００個ありま

す。３桁は３個ずつ数字を使うので、２７００個です。 
以上のことから、答えは２８９０個です。 

（２）数字７は何回使われるか考える問題です。この問題は部分点があります。 
  問題にあるヒントを利用し、数字を縦に並べてみます。０から９の数字が各 
位に均等に並ぶことが分かります。その合計は３０００個になります。 

  ０から９の１０個の数字を使っているので、７の使われる回数は３００回に 



なります。部分点は、０から９の数字が均等に使われることや、使われる数 
字が合計３０００個であることなどが分かっていた場合に加えていきます。 

（３）数字７を使わない整数の個数を求める問題です。 
  （２）の考え方を使うと０から９９９の数字は、０００から９９９と表せます。

各位を、７を除く９個の数字を使い、３桁の数字が何個作れるか考えればよ

いことになります。各位で９個ずつ使うので答えは７２９個です。 
〔４〕グラフの問題です。 
（１）点Ｐでの温度を求めます。 

６:３０～８：３０に注目すると２時間で温度が１２度下がっています。この
割合で温度はさらに３０分下がるので３度下がります。したがって、Ｐでの

温度は２３度になります。 
（２）点Ｃでの温度を求める問題です。この問題は部分点があります。 

Ｃ～Ｄの部分はＡ～Ｂまでと同じ割合で温度が上がるので、６：００から 

６:３０に注目すると、３０分で３３度上がることから、温度は１分当たり 

10
11
度上がります。また、ＣからＰへ温度が下がるときは、２時間で１２度下

がることから、１分当たり
10
1
度下がります。ここで、ＰからＤへの変化に注

目すると、温度は１５度の差があり、１分あたりでは
5
6
度の差があります。

このことから、ＣからＤにかかる時間は
2

25
分になります。Ｐのときの温度か

ら下がった分を加えるとＣでの温度は２４.２５度になります。 
   部分点は、ＡからＢへの変化で１分当たり

10
11
度上がることや 

   ＢからＰへの変化で1分当たり
10
1
度下がることが求めていたり、 

   ＣからＤにかかる時間が求められている場合などに加点していきます。 
〔５〕ある話を１０分ごとに２人に伝えていくことを考える問題です。 
（１）３０分後に話が伝わる最大人数を考える問題です。 

１０分ごとに話が伝わった人数を調べていきます。１０分後は３人。２０分

後は９人になります。このとき注意することは、話を聞いた人だけでなく、

話を伝えた人も加えて考えることです。このことから、３０分後に話が伝わ

る最大人数は２７人です。 
（２）１０００以上の人に話を伝えるのに最短で何分かかるか求めます。 



ここで、この問題の規則を考えてみます。（１）の結果を整理すると、伝える

人数は２人ですが、そのとき、話を伝えた人も話しを知っているので、話が

伝わる人数は、話を伝える人数に１を加えた３倍ずつ増えていくことになり

ます。そこで、（１）の結果をさらに３倍ずつしていくと、Ａさんからはじま

って７回で１０００人を超えることになります。１０分毎に伝えているので

答えは７０分後になります。 
（３）伝える人数を変えて５０分以内に５０００人に話を伝えることを考える問題

です。 
５０分後なので話を５回伝えます。また、（２）で考えたように話が伝わる人

数は、伝える人数に１を加えた数を５回かけていけばよいので、伝える人数

を３人・４人・５人と調べていきます。その結果、５０００人を越えるため

には、１人が５人に伝えればよいことになります。 
 


